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地吹雪発生時の大気電場の変動について
Atmospheric electric field variation during drifting snow
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地球は電離圏と大地との間で全球的巨大球殻コンデンサーをなしており、約 100 V/mの大きさの電場が地表に存在す
る。このコンデンサーは宇宙線によってわずかに電離させられた大気を通じてたえず放電し、対地雷によって充電され
ている。全球的電気回路はグローバルサーキットと呼ばれ、大気電場及び世界中の全対地雷強度の測定により推進でき
ると考えられている。大気電場は僅かな大気汚染にも影響を受けるため極域で観測することは理想的であるが、極域で
は地吹雪の帯電が観測のノイズ源となる。南極昭和基地における雪と大気電場の研究は古くからしばしば行われており、
風速が大きくなると kV/mのオーダーまで電場が大きくなることが知られている。昭和基地では雷雲がないことから、こ
の地吹雪のみが大気電場のノイズ源となる。本研究では、グローバルサーキット変動成分抽出の精度を高めるため、地
吹雪による大気電場変動の解明を目指す。先行研究では、地吹雪時の雪の多くは負に帯電していることがよくわかって
おり、我々のゲルディエンコンデンサー型によるイオン測定機器を用いても同様な結果を得た。複数の先行研究にもと
づきポアソン方程式シミュレーションを用いて電荷が作る電場を求めた。計測された正の電場と、地吹雪が負に帯電す
ることにより、相対的に地面の表面には正に帯電していると解釈できた。
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